様式１　　　　　　湯川記念財団「望月基金」申請書
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o(\s\up 11(ふり),氏)　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o(\s\up 11(がな),名)
　ローマ字
	
	年齢
	

	所属（職名、学年を含む）
	

	Email address
	

	略歴（大学以降、職歴も含む、西暦）
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	申請者自己アピ－ル（当国際会議への参加動機、発表論文の内容の重要性、論文への貢献度などについて記載し、自己アピ－ルを行って下さい）
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	推薦者：氏名･所属･職（自筆にて）
	


様式４　　　　　湯川記念財団「望月基金」報告書

	申請者氏名
	片倉　稲子

	論文名
	Development of the high-field imaging system in pulsed-high magnetic fields and its application to manganites.

	国際会議名
	9th International Symposium on Research in High Magnetic Fields [RHMF 2009]

	開催地
	Dresden, Germany

	参加期日
	2009年7月22日 ～ 7月25日

	参加目的：「高速偏光イメージング装置」を用いて得られた成果を発表し、我々のパルス強磁場を使った新しい取り組みを多くの人に知ってもらうこと。今後、国際的共同研究を展開するためのPRを行うこと。強磁場研究の最前線を調査し、今後の測定対象物を探すこと。

	会議の状況：世界各国の強磁場に関係する研究者、約200名が集まり、活発な議論が行われていた。日本の強磁場施設に比べ、世界の強磁場施設は、研究者の数が多い事に驚かされた。口頭発表は一か所で行われていたので、すべての講演を聴くことができた。特に、化学など物理以外の分野の人も講演していたことが印象的であった。最終日は、ドレスデン強磁場施設の見学をした。

	成果概要：パルス強磁場下における物質の瞬間的な変化を直接観察できる「高速イメージング装置」を立ち上げ、装置で得られた成果をポスターで発表した。実際に磁場中で物質が変化する様子の映像を国内外の研究者に見てもらうことで、我々の研究に興味を持ってもうことができた。中でも、中国の強磁場施設があるウーハン大学のXiang氏は、この装置で測定したい試料があるとコメントしてくれ、私の拙い英語による説明を熱心に聞いてくれた。講演では、以前から興味を持っている磁気クロミズム(磁場で試料の色が変化する現象)の研究をしているテネシー大学のMusfeld氏の話を聞くことができ、大変貴重な機会を得ることができた。さらに講演後、知り合いになることができ、我々の研究を説明すると、非常に興味を持ち、評価して下さったことが、これからの研究の大きな励ましになった。また、今後の測定物に対してのコメントも下さり、共同研究を展開するきっかけを得ることができた。今回、国際会議に初めて参加し、海外の研究者と知り合うことができ、非常に有意義な時間を送ることができた。最後に、このような機会を与えてくださった望月基金に感謝いたします。


